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1１．公共施設等先進的CO2排出削減対策モデル事業

公共施設等で再エネを活用した自律・分散型エネルギーシステムを構築し、

併せて省エネ改修等を行ったうえでエネルギー需給の最適化を行うことにより、

地区を超えた地域全体でCO2削減対策の促進に資することを目的とする



２．コンセプト 2



3３．事業概要

福岡児童相談所

春日警察署

春日市役所

春日公園

春日高校

九州大学
筑紫キャンパス

自営
電力線

クローバープラザ

現在 2020年 2030年

再エネ自家消費

▲21% ▲36% 系統を利用した
再エネ

省エネ

各施設とのエネルギー融通効果 各施設CO2削減効果

①自営電力線網を用いた
電力融通

②再生可能エネルギーの
最大限活用

③蓄電池によるピークシフト
及び防災機能の向上

＜実施内容＞ ＜実施場所＞

④ＡＥＭＳ※による①～③の
最適オペレーション

・設置した施設において余剰電
力が発生する場合は、自営線に
より他施設に融通

・災害等による系統電力遮断時
には、自立分散型の電源として
避難所等に電力を供給

・電力需要予測
・エネルギー見える化
・バッテリーオペレーション

※エリアエネルギーマネジメントシステム

＜事業効果＞
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３－① 系統、再エネ、蓄電設備
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３－② 再生可能エネルギー最大活用 6
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３－③ 災害時等におけるエネルギー供給の方法 7
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３－④ エネルギーマネージメントシステム
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３ー⑤ 平時、非常時の電気の流れ 14
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7施設合計

４．自営線による電力需要集積効果 10

・電力消費特性の異なる７施設の電力まとめると、40％程度の高い負荷率が達成される

・単独では再エネを効率よく活用することは望めないが、異なる需要間で融通し利用率を高める

・蓄電システム運用で負荷率改善、再エネ利用率向上、需給計画精度を向上させる

・BCPに対応するオペレーション

B

春日地区7施設の
合成需要

（負荷率：40％）
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D

A

E

C

春日市
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４．自営線による電力需要集積効果



12５．三者の協力

AEMS

CO2削減に関する基本協定（2017.10.20）

春日市役所

筑紫キャンパス

クローバープラザ

福岡児童相談所

春日警察署

春日高校

春日公園

太陽光発電

太陽光発電

蓄電池

蓄電池

外部電源

コスト

抑制

防災機能

強化

温室効果ガス

削減

九州大学
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15参考
自営線ネットワーク等を活用した再生可能エネルギーの最大導入・活用事業
（公共施設等先進的ＣＯ2排出削減対策モデル事業：環境省）

平成29年12月25日 ⿅追町
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まとめ

１．九州大学筑紫キャンパスと福岡県、春日市公共施設が連携し、エリアエネルギーマネー

ジメントを実現

〇 自営線による施設間融通

〇 バッテリーによる再エネ最大利用、安定利用およびピークシフトの実現

〇 災害時、避難拠点へのエネルギー供給

２．春日エリアが近未来のエネルギーマネージメント/避難所機能強化の拠点

☆ 日々の電力需要予測、再エネ出力予測（信頼性ある前日予測）

☆ 分散する小型電源（再エネ）と電力需要、蓄電池が連動した一体運用、需給調整市場

対応（安定的に再エネを利用できる需要サイドのマネージメント環境）

☆ AIと連動した最適電源選択、電力消費最適化、防犯・見守りなど

☆ FIT後（卒FIT）の電源安定利用 etc

情報とエネルギーが共進化




